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市
財
政
現
状
把
握
の
た
め
、
①
市
債
（
借
金
）
、

②
基
金
、
③
合
併
特
例
債
の
現
在
の
残
高
は
幾
ら

か
。

　
　
①
平
成
二
十
二
年
八
月
末
現
在
で
約
百
八
十

五
億
円
、
②
二
十
二
年
度
末
見
込
み
残
高
で
約
六

十
億
円
、
③
合
併
特
例
債
の
残
高
は
約
八
十
八
億

円
で
あ
る
。

　
　
白
土
湖
の
水
藻
の
除
去
の
シ
ス
テ
ム
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
藻
が
昨
年
の
夏
、
白
土
湖
全
域
で
ひ
ど
く
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
大
村
市
競
艇
組
合
の
水
草
刈

り
取
り
船
を
借
り
、
十
月
下
旬
か
ら
十
一
月
に
か

け
て
除
去
作
業
を
行
っ
た
。
今
年
は
二
回
計
画
し

て
お
り
、
一
回
目
を
七
月
下
旬
に
実
施
し
た
。

　
　
島
原
城
菖
蒲
園
の
開
花
の
工
夫
、
大
村
菖
蒲

園
と
の
比
較
は
ど
う
か
。
ま
た
、
城
壁
の
除
草
が

年
一
回
し
か
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
回
除

草
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
こ
こ
数
年
、
シ
ョ
ウ
ブ
の
生
育
状
況
が
悪
く
、

対
策
と
し
て
株
分
け
に
あ
わ
せ
土
の
入
れ
か
え
を

行
っ
た
と
こ
ろ
改
善
が
見
ら
れ
た
。
大
村
菖
蒲
園

は
、
面
積
的
に
一
・
五
倍
程
度
広
く
、
株
数
も
二

倍
余
り
多
い
が
品
種
は
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
状
況
。

城
壁
の
除
草
は
、
夏
休
み
で
訪
れ
た
観
光
客
や
お

盆
で
帰
省
さ
れ
た
方
々
に
一
時
期
で
も
き
れ
い
な

石
垣
を
ご
ら
ん
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
七
月
中
旬

か
ら
作
業
し
、
雑
草
が
繁
茂
す
る
夏
の
時
期
に
除

草
を
行
っ
た
。

　
　
長
浜
護
岸
工
事
と
風
致
地
区
の
考
え
方
は
。

　
　
自
然
の
ま
ま
の
白
い
砂
浜
や
松
が
残
る
猛
島

海
岸
あ
た
り
も
当
然
保
全
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
背
後
地
の
方
々
の
生
命
、
財
産
も
守

る
た
め
に
は
護
岸
工
事
等
も
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
白
水
川
沿
岸
の
高
潮
問
題
の
根
本
的
対
策
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
県
、
市
、
地
元
住
民
（
警

察
、
消
防
）
が
一
体
と
な
り
、
継
続
的
、
定
期
的

な
話
し
合
い
の
場
、
組
織
を
具
体
的
に
立
ち
上
げ

る
の
が
先
決
で
は
な
い
か
。

　
　
抜
本
的
対
策
と
し
て
は
、
土
地
の
か
さ
上
げ

が
必
要
と
考
え
る
。

　
　
市
議
、
市
職
員
の
税
金
滞
納
の
有
無
は
。

　
　
平
成
二
十
一
年
度
末
現
在
、
滞
納
者
な
し
。
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①
現
在
の
検
討
内
容
と
進
捗
状
況
、
②
検
討

委
員
会
の
答
申
に
つ
い
て
の
感
想
、
③
ま
ち
づ
く

り
の
核
と
し
て
の
市
庁
舎
の
位
置
と
あ
り
方
、
④

財
源
と
市
民
負
担
、
⑤
今
後
の
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
①
新
庁
舎
建
設
整
備
懇
話
会
で
一
年
間
論
議

を
し
、
提
言
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
答
申
の
内
容

を
受
け
、
議
会
と
も
相
談
し
詰
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
②
早
急
に
基
本
的
な
構
想
を
ま
と
め
て
、

そ
れ
を
も
と
に
議
会
と
も
相
談
し
、
今
の
提
言
に

沿
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。
③
財
政
面
、
ま
ち
の

歴
史
、
交
通
の
便
、
そ
し
て
現
在
地
及
び
そ
の
周

辺
を
活
用
し
た
建
て
か
え
が
望
ま
し
い
と
い
う
答

申
の
内
容
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
④
計
画
的
な
財
源
の
確
保
に
努
め
、
事

業
の
円
滑
な
推
進
を
図
っ
て
い
く
よ
う
な
形
で
財

源
確
保
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
⑤
基
本
構

想
の
策
定
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
に
取
り
組
み
、

議
会
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　
　
県
、
全
国
と
比
べ
て
こ
こ
三
年
間
の
島
原
市

の
結
果
と
、
ま
た
ど
う
判
断
し
て
い
る
の
か
。

　
　
小
・
中
学
校
と
も
に
国
語
、
算
数
、
数
学
で

は
基
本
的
な
部
分
の
知
識
領
域
で
は
改
善
の
傾
向

に
あ
る
が
、
小
学
校
の
国
語
と
中
学
校
に
お
け
る

国
語
、
数
学
の
活
用
領
域
に
、
ま
だ
課
題
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

　
　
今
後
の
課
題
と
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
県
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
市
に
対
し
て
調
査
結
果

の
分
析
等
で
指
導
が
な
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
は

各
学
校
で
学
力
向
上
プ
ラ
ン
を
つ
く
っ
て
い
る
。

今
後
は
こ
の
学
力
向
上
プ
ラ
ン
を
中
心
に
各
学
校

で
き
め
細
や
か
な
指
導
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
通
報
発
見
か
ら
対
応
、
措
置
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
通
報
が
あ
っ
た
場
合
、
市
は
二
十
四
時
間
以

内
に
児
童
の
安
全
確
認
を
行
う
。
で
き
な
い
場
合

に
は
県
に
報
告
し
対
応
し
て
も
ら
う
。
市
の
窓
口

は
家
庭
児
童
相
談
室
、
県
は
こ
ど
も
・
女
性
・
障

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な
る
。

　
　
市
と
し
て
各
機
関
と
の
連
携
、
防
止
策
は
あ

る
の
か
。

　
　
早
期
発
見
は
難
し
い
の
で
、
関
係
機
関
と
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
組
織
し
、
情
報
交

換
や
必
要
な
支
援
内
容
な
ど
を
協
議
し
て
い
る
。
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10

議員

議員

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

一
年
後
の
検
証
に
つ
い
て

市
議
、市
職
員
の
税
金
滞
納

政策研究会

林田　　勉

政策研究会

清水　　宏

　
市
債
、基
金
、合
併
特
例

債
の
各
残
高
に
つ
い
て

　
幼
児
・
児
童
虐
待
防
止
に

つ
い
て


